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Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
市
民
社
会
に
は
、
近
年
二

つ
の
顕
著
な
進
展
が
見
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
地
域

的
つ
な
が
り
の
顕
在
化
で
あ
る
。
す
で
に
一
九
九

○
年
代
後
半
か
ら
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
人
権
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
た
め
の
作
業
グ
ル
ー
プ
（W

orking Group 
for an A

SEA
N
 H
um
an Rights M

echa-
nism

）」
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
民
議
会
（A

SEA
N
 

People ’s A
ssem

bly

：
Ａ
Ｐ
Ａ
）
な
ど
を
通
し

て
市
民
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
形
成
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
傾
向
は
現
在
、
一
層
多
面
化
し
、
顕
在

化
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
傾
向
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

市
民
社
会
の
側
か
ら
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
構
築

に
い
か
に
関
与
し
、
自
ら
が
蓄
積
し
て
き
た
知
見

や
提
言
を
い
か
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
に
反
映
さ

せ
る
か
と
い
う
意
図
と
行
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共

同
体
と
い
う
将
来
像
に
向
け
て
、
と
く
に
こ
の
数

年
、
市
民
社
会
の
地
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
性

化
し
て
い
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
二
○
一
五

年
ま
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
を
構
築
す
る
目
標

を
掲
げ
た
こ
と
へ
の
反
応
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ

は
受
動
的
反
応
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
あ
る
べ
き
規
範
、
秩
序
、
政

策
を
先
取
り
す
る
形
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
に
提
示
し

て
い
く
能
動
的
対
応
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
を
策
定
す
る
過
程
に
お
い
て
、「
憲

章
草
案
策
定
の
た
め
の
高
級
タ
ス
ク・フ
ォ
ー
ス
」

は
、
市
民
社
会
団
体
と
も
協
議
を
重
ね
た
。
と
く

に
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
人
権
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
た
め
の
作

業
グ
ル
ー
プ
」
と
は
緊
密
な
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

彼
ら
の
基
本
的
主
張
は
憲
章
第
一
四
条
に
「
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
人
権
機
構
」
と
し
て
内
部
化
さ
れ
た
。

一
方
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
公
認
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
資
格
を
も

つ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
戦
略

国
際
問
題
研
究
所
連
合
）
も
、
二
○
○
○
年
代
に

な
る
と
、「
市
民
志
向
（people-oriented

）
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
「
市
民
志
向
を
強
化
す
る
こ

と
」
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
に
明
記
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
が
策
定
さ
れ
る
ま
で
の
新
た
な

規
範
設
定
の
過
程
で
、
す
で
に
市
民
社
会
団
体
は

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
今
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
市
民
社
会
と

の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
、
興
味
深
い
近
年
の
進

展
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

地
域
レ
ベ
ル
に
展
開
す
る
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
類
型
化
し
て
、
と
く
に
近
年
の
類
型
に
は
ど

の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
限
界
や
展

望
に
つ
い
て
記
し
て
い
き
た
い
。

●
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
市
民
社
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
概
観
と
現
状

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
市
民
社
会
は
、
形
式
的
な

分
類
と
し
て
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
公
認
団
体
の
資
格

を
持
つ
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

前
者
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
会
議
員
連
盟
（
Ａ
Ｉ

Ｐ
Ａ
）、
業
界
団
体
連
合
や
生
産
者
団
体
連
合
な

ど
の
経
済
界
の
組
織
と
は
別
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
公

認
市
民
団
体
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
あ
る
。
一
九
八
○

年
代
半
ば
の
文
献
に
よ
る
と
、
当
時
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
公
認
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
二
四
団
体
あ
り
、
そ
の
う
ち
財

界
や
業
界
団
体
を
除
け
ば
、
一
一
の
学
会
・
専
門

家
団
体
と
五
つ
の
社
会
文
化
団
体
が
リ
ス
ト
に
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
二
十
数
年
後
の
現
在
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
公
認
の
市
民
社
会
団
体
は
五
一
団
体

に
増
え
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
専
門
家
団
体
連
合

で
あ
る
が
、
な
か
に
は
「
高
齢
化
に
関
す
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
合
」
や
「
共
同
体
と
教
育
に

関
す
る
東
南
ア
ジ
ア
地
域
組
織
」
な
ど
の
団
体
も

首
藤
も
と
子

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
市
民
社
会

特
集
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集
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あ
る
。
こ
う
し
た
団
体
は
、
今
後
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

社
会
文
化
共
同
体
」
に
向
け
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
の

か
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
市
民
社
会
の
関
係
を

見
る
際
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
公
認
団
体
で
あ
る
か
ど

う
か
は
実
際
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
類
型
化

す
る
な
ら
、
む
し
ろ
担
い
手
と
活
動
目
的
で
見
る

ほ
う
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
担
い
手
か
ら
大

別
す
る
と
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
市
民
社
会
は
、
大
き

く
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
の
タ
イ
プ
は
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
知
識
人

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
公
認
団
体
で
あ

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
そ
の
代
表
格
で
あ

る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
中
心
に
な
り
、

八
四
年
に
結
成
さ
れ
た
こ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
連
合

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
関
連
す
る
研
究
や
議
論
の
成

果
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
関

す
る
知
識
を
国
際
社
会
に
提
供
し
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
公
式
会
議
に
向
け

て
様
々
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た

政
策
提
言
活
動
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
２
ア
プ
ロ
ー
チ
」

の
典
型
と
し
て
研
究
者
の
関
心
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
れ
と
は
別
の
主
体
で
あ
る
が
、
九
三
年
に

ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
世
界
人
権
会
議
を
契
機

に
、
憲
法
学
者
や
政
治
家
、
人
権
問
題
を
専
門
と

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
家
が
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
人
権
メ
カ

ニ
ズ
ム
」
の
構
築
を
提
唱
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
結
成
し
た
。
そ
れ
は
少
人
数

の
非
公
式
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
が
、
ア
テ
ネ
オ
・

デ・マ
ニ
ラ
大
学
の
カ
ル
ロ
ス・メ
デ
ィ
ナ
（Carlos 

M
edina

）
教
授
が
事
務
局
担
当
と
な
り
、
チ
ュ
ラ

ロ
ン
コ
ン
大
学
の
ヴ
ィ
チ
ッ
ト
（V

itit M
untarb-

hon 

）
教
授
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ダ
ル
ス
マ
ン

（M
arzuki D

arusm
an

）
元
検
事
総
長
が
共
同

議
長
と
な
り
、
ほ
ぼ
毎
年
定
期
的
に
Ｗ
Ｇ
の
活
動

を
展
開
し
た
。
彼
ら
は
九
六
年
か
ら
は
毎
年
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
高
級
事
務
官
レ
ベ
ル
と
会
合
し
て
、
二
○

○
○
年
七
月
に
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
人
権
委
員
会
設

立
条
約
案
」
を
と
り
ま
と
め
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
高

級
事
務
レ
ベ
ル
会
議
に
提
出
し
た
。
そ
れ
は
ロ

ビ
ー
活
動
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
人

権
機
構
の
制
度
設
計
に
向
け
た
規
範
の
明
文
化
で

あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
た
知
的
啓
蒙
活
動
で

あ
っ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
に
人
権
機
構
に
関
す

る
規
定
が
含
ま
れ
た
の
は
、
こ
の
Ｗ
Ｇ
の
長
期
に

わ
た
る
継
続
的
な
活
動
の
成
果
で
あ
っ
た
。

第
二
の
市
民
社
会
の
タ
イ
プ
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ・

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ 

が
結
成
し
た
Ａ
Ｐ
Ａ
で
あ
る
。
○
○

年
一
一
月
に
第
一
回
Ａ
Ｐ
Ａ
が
バ
タ
ム
島
で
開
催

さ
れ
た
際
、
そ
の
テ
ー
マ
は
、“an A

SEA
N
 

of the people, by the people, for the 
people

”
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｐ
Ａ
が
強
調
し
た
の
は
、

そ
れ
ま
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
会
合
に
市
民
の
代
弁

者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
の
是
正
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
共
同
体
の
構
築
と
、「
市
民
志
向
（people-

oriented

）の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」と
い
う
規
範
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
そ
の
後
、
Ａ
Ｐ
Ａ
を
通
し
て
新
し
い

規
範
概
念
と
し
て
広
ま
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｓ
等
を
通
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
第
一
条
の

（
目
的
）
に
、「
市
民
志
向
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
進
展

さ
せ
る
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
の
「
市
民
志

向
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
と
い
う
規
範
は
、
そ
れ
以
後

急
速
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
様
々
な
市
民
社
会
の
会
合

に
影
響
を
及
ぼ
し
、
地
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

成
さ
れ
る
勢
い
を
つ
け
た
。
そ
の
意
味
で
、
Ａ
Ｐ

Ａ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
市
民
社
会
の
先
駆
的
な
モ
デ

ル
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
Ａ
Ｐ
Ａ
に
刺
激
さ
れ
、
あ
る
い
は
新

自
由
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
派
で
知
識
人

主
導
型
（
と
見
ら
れ
た
）
Ａ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
対
抗

意
識
か
ら
、
人
権
、
農
村
開
発
や
人
の
移
動
な
ど

の
問
題
に
直
接
関
わ
っ
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
携
し

て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
レ
ベ
ル
の
市
民
社
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
多
数
結
成
し
た
。
そ
の
典
型
は
、
○
六

年
二
月
に
バ
ン
コ
ク
で
地
域
的
な
活
動
網
を
持
つ

三
五
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
ま
っ
て
発
足
し
た
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ

（Solidarity for A
sian People ’s A

dvoca-
cy

）
で
あ
る
。
そ
の
参
加
団
体
は
現
在
百
を
越

し
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
、
人
権
、
開
発
お
よ
び

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
連
す
る
社
会
経
済
問
題
等
を

広
汎
に
扱
っ
て
き
た
知
名
度
と
実
績
の
あ
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
参
加
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
が
、
そ
の

事
務
局
運
営
を
担
っ
て
い
る
団
体
は
、
バ
ン
コ
ク

に
あ
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ア
ジ
ア
（A

sian Fo-
rum
 for H

um
an Rights and D

evelop-
m
ent: Forum

 A
sia

）」
と
マ
ニ
ラ
に
あ
る
「
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
の
た
め
の
東
南
ア
ジ
ア
委
員
会

（South East A
sian Com

m
ittee for A

d-
vocacy : SEA

CA

）」
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
資
格
を
も
つA

sian 
Partnership for D

evelopm
ent of H

u-
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集
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m
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な
ど
が
Ｓ
Ａ
Ｐ

Ａ
の
発
足
時
か
ら
の
中
心
団
体
で
あ
る
。

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
だ
け
に
限
ら
ず
、
女

性･

こ
ど
も
の
人
権
、
移
住
労
働
者
な
ど
の
人
権

に
つ
い
て
、
地
理
的
に
は
南
ア
ジ
ア
か
ら
東
ア
ジ

ア
ま
で
を
対
象
に
活
動
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
別

に
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
関
す
る
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
」
を
結
成
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を

対
象
に
し
た
分
析
と
情
報
収
集
、
政
策
提
言
の
活

動
を
し
て
い
る
。
最
近
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
憲
章
を
逐
一
分
析
し
て
、
同
憲
章
は
「
政
府
は

い
か
に
対
処
す
べ
き
か
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら

れ
た
も
の
」と
批
判
し
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
民
憲
章
」

を
と
り
ま
と
め
た
。
そ
れ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
に

対
抗
し
て
、「
市
民
志
向
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
と
「
民

衆
志
向
の
経
済
（People-oriented econo-

m
y

）」
お
よ
び
「
思
い
や
り
の
あ
る
分
か
ち
合
う

社
会
文
化
（caring and sharing social 

culture

）」
を
基
本
原
則
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
代
替
構
想
を
提
示
す
る
一
方
で
、
Ｓ

Ａ
Ｐ
Ａ
は
過
去
三
年
ほ
ど
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
閣
僚
会

議
の
日
程
と
開
催
場
所
に
合
わ
せ
て
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
市
民
社
会
会
議
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
二
月
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
閣
僚
と
の
会
合
や

ス
リ
ン
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
長
と
も
会
合
し
て
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
実
現
に
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

市
民
社
会
団
体
と
の
協
力
関
係
が
不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
共
有
し
た
と
発
表
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
の
認
知
を
受
け
た
形
で
、

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
今
年
初
め
か
ら
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
民

セ
ン
タ
ー 

（A
SEA

N
 People ’s Center

）」

を
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
中
心
部
に
あ
る
ビ
ル
の
一
階
に

開
設
し
た
。
そ
れ
は
、
市
民
社
会
に
と
っ
て
必
要

な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
情
報
を
発
信
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に

対
す
る
市
民
社
会
団
体
の
政
策
提
言
能
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
構
築
の
た
め
に
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
市
民
社
会
団
体
が
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
結
成
さ
れ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同

体
の
三
つ
の
柱
の
う
ち
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
政
治
安
全

保
障
共
同
体
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
文

化
共
同
体（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）の
青
写
真（Blueprint

）

を
策
定
す
る
た
め
の
対
話
に
も
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ
は
関

与
し
て
い
た
。

第
四
の
注
目
す
べ
き
活
動
を
展
開
し
て
い
る
の

は
、A

SE
A
N
 Inter-P

arliam
entary 

M
yanm

ar Caucus 

（
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）
で
あ
る
。

こ
れ
は
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ
（A

SEA
N
 Inter-Parlia-

m
entary A

ssem
bly

） 

と
は
別
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ａ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
議
会

（
た
だ
し
、
ブ
ル
ネ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
除
く
）

か
ら
任
命
さ
れ
た
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
民
主
化
問
題

に
関
し
て
情
報
を
提
供
し
、
政
策
を
提
言
す
る
た

め
に
○
四
年
に
結
成
さ
れ
た
国
会
議
員
有
志
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
の
会
合
や
共
同
声
明
を

通
し
て
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
や
各
国

政
府
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
問
題
へ
の
政
策
提
言
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
の
事
務
局
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

に
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
現
職
議
員
の
十
数
名
が
参
加
し
て
い
る
。
今

年
八
月
に
Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
、
亡
命

ビ
ル
マ
人
政
府
指
導
者
や
元
国
会
議
員
等
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
ビ
ル
マ
連
邦
民
族
連
合
政
府
（N

a-
tional Coalition of Governm

ent U
nion 

of Burm
a

：N
CGU

B

）」
と
共
催
で
会
議
を
開

い
た
。
そ
こ
で
は
、
タ
イ
在
住
の
ビ
ル
マ
人
団
体

の
指
導
者
も
あ
わ
せ
て
、
約
四
○
人
の
参
加
者
が

あ
り
、
来
年
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
予
定
さ
れ
て
い
る
総

選
挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て
真
剣
な
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
彼
ら
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
の
第
一
、二

条
で
民
主
主
義
、
基
本
的
人
権
の
保
障
や
社
会
正

義
の
促
進
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
、

軍
政
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
を
遵
守
す
る
義
務
が
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
長
年
亡
命
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲

章
は
、
軍
政
に
対
す
る
彼
ら
の
要
求
に
新
た
に
正

統
性
を
付
与
す
る
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
は
、
タ
イ
在
住
の
反
軍
政
ビ
ル
マ

人
団
体
や
そ
の
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
一
線
を
画
し
て

い
る
が
、
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｕ
Ｂ
や
反
軍
政
の
ビ
ル
マ
人
団

体
お
よ
び
そ
の
支
援
団
体
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
や
国

会
と
は
別
に
、
軍
政
に
対
し
て
民
主
化
を
要
求
し
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
そ
の
た
め
の
政
策
提
言
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
も
広
い
意
味
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に

お
け
る
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。こ

れ
ま
で
記
し
て
き
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
レ
ベ
ル
の

市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
類
型
と
そ
れ
ぞ
れ
が
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強
調
す
る
規
範
概
念
を
あ
げ
る
と
、
表
１
の
よ
う

に
な
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
「
ト
ラ
ッ

ク
２
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
通
し
て
、
冷
戦
後
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
を
ハ
ブ
と
す
る
地
域
秩
序
形
成
に
貢
献
し

た
一
方
で
、
Ａ
Ｐ
Ａ
の
開
催
を
通
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
と
市
民
社
会
団
体
と
の
接
点
を
制
度
化
し
て

き
た
。
そ
の
際
に
掲
げ
ら
れ
た
「
市
民
志
向
の
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
」
と
い
う
規
範
は
、
さ
ら
に
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ

に
関
連
す
る
多
様
な
市
民
社
会
団
体
に
よ
っ
て
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
構
築
へ
の
参
加
に
向
け
た
提

言
活
動
へ
と
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
１
の
Ａ

Ｐ
Ａ
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ａ
ま
で
の
市
民
社
会
団
体
が
強

調
す
る
規
範
概
念
の
多
く
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章

に
採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
Ｓ

Ａ
Ｐ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
部
が
主
張
す
る
「
民
衆
志

向
の
経
済
」
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
反
対
し
地
域
経
済
優

先
の
開
発
路
線
を
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
は
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
民
憲
章
」
で
は
骨
子
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

●
評
価
と
課
題

評
価
と
し
て
、
第
一
に
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
憲
章
」

が
人
権
や
民
主
主
義
、
法
治
主
義
な
ど
を
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
原
則
と
し
て
明
示
す
る
に
至
っ
た
背
景
に

は
、
最
近
の
こ
う
し
た
市
民
社
会
の
提
言
活
動
の

活
性
化
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側

が
そ
れ
に
柔
軟
に
対
応
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
市

民
社
会
の
活
動
が
、
こ
う
し
た
国
内
統
治
の
あ
り

方
に
関
わ
る
規
範
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
通
の
規
範
と

し
て
内
部
化
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
に
、
そ
れ
は
規
範
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
的

に
政
策
化
し
制
度
化
さ
せ
る
た
め
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

側
に
対
す
る
提
言
活
動
と
し
て
展
開
し
て
お
り
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
接
点
を
制
度
化
し
、
そ
の
活
動

を
監
視
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

市
民
セ
ン
タ
ー
」
も
開
設
さ
れ
た
。

市
民
社
会
の
活
動
を
法
律
や
税
制
な
ど
を
通
し

て
規
定
す
る
の
は
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
規
範
と
問
題
認
識
を
共
有
し
、
地
域
的

な
公
共
政
策
の
提
言
に
つ
い
て
議
論
す
る
公
共
圏

と
し
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
市
民
社
会
が
で
き
つ
つ
あ

る
。
一
見
す
る
と
、
そ
れ
は
英
語
を
唯
一
の
通
信

手
段
と
す
る
都
市
中
間
層
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
が
、
彼
ら
は
実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
に
組
織

的
、
人
的
に
広
汎
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
規
範
の
明
示
化
は
、
現
実
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
こ
う
し
た
市
民
社
会
団
体
の
活
動
は

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
全
体
で

は
な
い
。
規
範
と
現
実
の
乖
離
や
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

域
内
の
社
会
的
隔
絶
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
市

民
社
会
団
体
は
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
の
青
写

真
」
で
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
協
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
と

く
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
文
化
共
同
体
（
Ａ
Ｓ
Ｃ

Ｃ
）
の
構
築
に
向
け
て
、
こ
う
し
た
市
民
社
会
の

地
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
ど
の
よ

う
な
関
係
を
築
い
て
い
く
か
は
、
地
域
内
の
経
済

的
・
社
会
的
格
差
の
改
善
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
こ
の
点
は
別
稿
で
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
い
。（

し
ゅ
と
う　

も
と
こ
／
筑
波
大
学
教
授
）
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表１　ASEAN地域レベルの市民社会ネットワークの類型
市民社会ネットワーク 強調する規範概念

ASEAN公認市民社会団体 ASEAN
ASEAN-ISIS＊ APA “people-oriented” ASEAN
Working Group for an ASEAN Human Rights Mechanism ASEAN人権機構
Forum Asia	
SEACA	
AsiaDHRRA＊＊
Focus on the Global South	
Third World Network など

SAPA
 ASEAN Civil Society Conference	
 ASEAN People’s Center	
 ASEAN People’s Forum	

人権、民主主義、持続可能な開発	
“People-oriented economy”	
“Caring and Sharing Social Culture”	
ASEAN共同体構築への参加

AIPMC ミャンマーの民主化




